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伊谷純一郎先生が亡 くなられて早 くも5年が経とうとしている。周知のごとく伊谷先生は師の今

西錦司とともに、世界をリー ドする日本の霊長類学を作 り上げた。その早すぎる死は遺憾の極みで

あるが、先生が築かれた人類学・霊長類学を継承発展させることが、学恩を受けた者たちのつとめ

であろう。そのためにはまず著作リス トをきちんと整理 して「伊谷学」の全貌を明らかにする必要

がある。ここに、先生の著書、共著書、編著書、監修書、論文、エッセイ、インタビュー記事な

ど、公表されたもののうち、これまでわかっているもの全部について、出版年月順に取 りあげた。

ただし、出版の月まではわからないものもあった。

本 リス トは、これまで各種の受賞・受勲 (ハ ックスリーメダル受賞 (1984年 )、 紫綬褒章受章
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ータに追加修正をおこなって編纂 したものである。これまでこのリス ト作 りに関係 された皆さん

に、心からの謝意を表 したい。

リス トは、1.和文著書・論文等、2.翻訳、3.外国語論文、の 3つ に分けて記載 した。また、

著書、編著書、監修書については、最後に再録 した。
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